
講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926　定定員　費費用　持持ち物　
講座名 日　程 時　間 備　　考
連句勉強会 11月６日（日） 10:00～正午 連句づくりを楽しもう！　５期生募集中

講師：本井　英氏（鴫立庵庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）

座　禅 11月19日（土） 13:30～14:30 姿勢・呼吸・心を整えます講師：豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

寄　席 11月26日（土） 開場　13：00
開演　13：30

「鴫立庵スペシャル」
落語：桂　三十助 　゙新内流し：鶴賀喜代寿郎　紙切り：かみきりや　
新内「吉田茂」弾き語り：鶴賀喜代寿郎　定15人　費2,000円（入庵料込）

俳句入門講座 11月27日（日） 10:00～12:30
俳句を詠めるって素晴らしい！
講師：本井　英氏（鴫立庵庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）　
※12月にも開催予定

伝　筆 11月27日（日） 10:30～正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講師：認定講師 わでん伝筆マスター 宮前　礼子氏　
対象：中学生以上　定10人　費3,850円（材料費・入庵料込）

花の会 11月30日（水） 14:00～16:00
クリスマスプレゼントにもなるお洒落なボックスアレンジ　
講師：府川　葉月氏　定15人　費2,500円（入庵料込）　
持はさみ、タオル、持ち帰り袋　

絨毯展示販売 11月30日（水）〜
1２月４日（日） 10:00～16:00

遊牧民のキリム＆部族絨毯展示
費入庵料

茶と遊ぶ 12月３日（土） 10:00～正午 みちかぜ茶会〜誰でも気軽にお越しいただけるお茶会〜
講師：髙野　幸代氏　定10人　費2,000円（お茶菓子付き・入庵料込）

鴫立庵だより
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（
評
）

　

季
節
の
言
葉
は
「
冬
の
朝
」。
学
校
に

行
く
、
同
じ
時
間
な
の
に
、
入
学
し
た

「
春
」、
学
校
に
な
れ
て
き
た
「
夏
」、
親

友
が
で
き
た「
秋
」。
そ
し
て
寒
く
て「
フ

ト
ン
」
を
出
る
の
も
つ
ら
い
「
冬
」
と
、

み
ん
な
違
い
ま
す
。
そ
し
て
「
部
活
」
に

よ
っ
て
は
、
朝
、
授
業
の
始
ま
る
前
に
、

皆
で
集
ま
っ
て
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
「
朝
練
」。
夏
や
秋
の
「
朝

練
」
は
「
早
起
き
」
さ
え
す
れ
ば
何
で
も

な
い
の
で
す
が
、「
冬
の
朝
練
」は「
寒
さ
」

が
難
敵
で
す
。「
朝
練
」
な
ん
て
無
け
れ

ば
良
い
の
に
と
毎
朝
思
い
ま
す
。
で
も
あ

る
時
、「
お
お
」
と
「
朝
練
」
を
楽
し
く

思
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

（
鴫
立
庵
庵
主　
本
井　
英
）

（
評
）

　
ト
ン
ボ
は
一
直
線
に
飛
ん
で
い
た
か
と

思
う
と
、
不
意
に
直
角
に
曲
が
っ
て
、
再

び
直
線
飛
行
に
戻
る
と
い
う
こ
と
が
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
作
者
は
、
そ
の
動
き
を
、

「
何
か
を
避
け
る
」
行
動
だ
と
歌
い
ま
す
。

「
何
か
」
は
、
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
黄
昏
の
道
に
は
、
は
っ
き
り
と
目
に

は
捉
え
ら
れ
な
い
「
影
」
が
ゆ
ら
め
い
て

い
る
、
と
作
者
は
感
じ
ま
す
。
こ
の
世
界

に
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
、
繊

細
な
美
意
識
が
描
い
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
で
す
。　

（
西
行
祭
選
者　
柳　
宣
宏
）

■
献
詠
俳
句

【
題
】�

雑
詠
二
句
ま
で
（
未
発
表
の
作
品
に

限
る
）　

【
部
門�

】一般
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学

生
の
部
、
高
校
生
の
部

■
献
詠
短
歌

【
題
】�

自
由
二
首
ま
で
（
未
発
表
の
作
品
に

限
る
）

【
部
門�

】
一
般
の
部
、
小
・
中
学
生
の
部
、

高
校
生
の
部

■
献
詠
俳
句
・
短
歌
共
通

【
募
集�

期
間
】
10
月
１
日
（
土
）
か
ら
12

月
18
日
（
日
）
ま
で
（
必
着
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に

楷
書
で
作
品
（
カ
ナ
）、
住
所
、
氏
名
ま

た
は
雅
号
（
ふ
り
が
な
付
記
）、
電
話
番

号
を
必
ず
記
入
の
こ
と
。

　

電
子
投
稿　

鴫
立
庵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
ペ
ー
ジ
」

よ
り

■
応
募
先

　
〒
２
５
５-

０
０
０
３

　
大
磯
町
大
磯
１
２
８
９

　
鴫
立
庵
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
係

赤
ト
ン
ボ 

何
か
を
避
け
る 

よ
う
に
飛
ぶ 

影
の
ゆ
ら
め
く 

黄
昏
の
道

岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高
等
学
校
　井
上 

実
咲

朝
練
が 

楽
し
く
な
っ
た 

冬
の
朝

大
磯
町
立
国
府
中
学
校
　飯
島 

辰
徳

上）鴫立庵外観
下）花の会

問産業観光課　☎内線334

曜
日
と
日
付
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
常
、
場
・
集
合
と
い
う
表
記
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま

で
良
い
で
し
ょ
う
か
？

◆ 

今
月
の
俳
句 
◆

◇ 

今
月
の
短
歌 

◇

第
六
十
六
回大

磯
西
行
祭 

募
集
要
項

鴫立庵大使「えんいくん」
※俗名は佐藤義清（のりきよ）。
　出家して法号は円位、後に西行。

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ

る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が

開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落

柿
舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並

び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼

ば
れ
て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。


